
【取組内容③】 連絡帳のクラウド化

成田市立加良部小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-８

・高学年でGoogle Classroomのストリーム機能を利用し，連絡帳に書いていた諸連絡を
クラウド上にアップしている。児童は「連絡帳に書く」「親に見せはんこをもらう」といった作業が，
教員は「黒板に書く」「回収」「確認」「返却」「保護者に電話連絡し、予定を子どもに伝えて
もらう」といった作業が不要となった。児童はコメント機能を活用し，児童同士で質問するな
どして内容の確認をしている。保護者は児童の端末や，自身のスマートフォンなどから、児童
のアカウントでログインして確認することができる。 紙の連絡帳は個別に連絡事項がある際に
活用している。

↓ 内容の確認のため質問し合う児童


